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散播5葉指向苗を主体とした機械移植水稲の耐冷安定化技術

第4報　散播5葉指向苗の低温抵抗性
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1　ま　え　か　き

機械移植水稲の耐冷安定化技術としての散播5菓循向宙

の育苗条件，機械適応性及び苗の期待形質等については第

1報～第3報で述べている。

ここでは散播5菜指向苗の育苗様式，播種様式及び床土

の違い等による低温活着性，低温伸長性を検討し，散播5

薫指向苗の低温抵抗性向上に寄与する育苗条件を明らかに

する。

2　試　験　方　法

散播5棄指向苗の低温抵抗性の検定は昭和53～56年にお

いて実施した。供試苗の育苗条件は昭和53年は播種竜（40

才／箱．60．80．100），育苗温度（中苗基準温，やや低温）

及び床土深（有孔底箱3（職．無孔暖箱5仇）の組合せで検

討を行った。昭和54年は播種＿星に床土（火山灰土，沖借上），

播種様式（散播，条播．広幅条播，オビ苗．ブロック苗）

で検討し．昭和55年は播種誌を70才／箱に統一し育苗様式

（ハウス，トンネル），床土（火山灰土，人工床土．沖積

土）の組合せで検討した。昭和56年は育苗様式（ハウス）．

播種星（70才／符）を統一し．床土を自然土（昭54，55年に

使用した中性腐植質火山灰土のほかに，酸性腐植質火山灰

土，沖積土）．人工床土（いなほ，三井．こがね，クレハ）

別での検討を行った。

低温抵抗性の検定方法は，人工気象室では気温は最高

19．5℃，妓底75℃のサインカープ，水温は12℃．14℃，17

℃一定。供試苗を努板後水槽に移植し7日目，15日日，25

日目の横数および総板長を調査した。あわせて掛流囲場

（水温16℃前後）での発根力．乾物重調査を行った。

3　結果の概　要

散播5葉指向苗の低温抵抗性は，前述の種々の育苗条件

で育苗した苗について，移植後の発根力，乾物垂を指標と

して検定しているが，年次別に各育苗条件が組合さってい

るため項目を整理して概要を示す。

（1）育苗法

敵播5葉指向苗は人工気象室での発根調査では．水温17
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図1　苗の種蜘こよる発根数比較（昭．53）
注．（）内は薫齢

℃で明らかに稚苗，中尉こまさる。水温14℃では差が少な

く．水温12℃では特に椎苗が劣った。

掛流開場での乾物蚕調査でも散播5菓指向苗は育苗方法

をとわず，稚苗，中宙にまきっているが，慣行姻苗よりは

やや劣る。

（2）播種星，播陸様式

播種星別の発根力調査（人工気象室，水温17℃．15日日

調査）では播種星が少なく，薫齢．乾物電のまきる区で根
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数．総桐長とも多い傾向がある。

播種様式別では慣行畑宙＞オビ苗≒広幅粂播＞条播≧散

播≒ブロック苗となっており，特に低水温でこの傾向が明

らかである。掛流圃場での乾物垂推移でもほぼ人工気象室

の結果と同じであるが，ブロック苗が努根凋査とは異なり・

オビ苗と同程度となっている。

（3）育苗様式，床土

ハウス火山灰土，トンネル火山灰土，ハウス人工床土，

トンネル人工床土と環境条件の異なる4群落の中から．車

齢が異なり草丈が個々の群落の平均値に近い　個体を抽出

し人工気象室で発根力調査を行った。

発根数の水温別分散分析結果は，育苗様式別ではハウス

＞トンネルH，群落別では′、ウス人工床土＞ハウス火山灰

土…．ハウス人工床土＞トンネル火山灰土＊，ハウス人

工床土＞トンネル人工床土＊となる。彙齢別では5．0彙＞

4．0薬＊となった。交互作用での有意な差はない。総横長

の結果も発根数とほぼ同様であった。

したがって，発根力は育苗様式では総じてハウス＞トン

ネルであるが．火山灰土ではトンネル＞ハウス，人工床土

ではハウス＞トンネルの傾向がみられる。床士別では人工

床土が火山灰土より明らかにまさる。薫齢別では火山灰土

の場合，一定の傾向とは言い難いが，薫齢4．5葉をピーク

にしてこれよりも菓齢が多くても少なくても発根力が低下

する。人工床土の場合は明らかに薫齢が多くなるにしたが

い発根力が向上し5．0葉＞4．5葉＞4．0築となる。

掛流姻場における移植後30日目の乾物垂比較では，慣行

畑苗＞ハウス人工床土＞トンネル人工床土＞トンネル火山

灰土＞ハウス火山灰土＞中苗＞椎苗となった。

蓑1育苗様式別，床士別，葉齢別発根数調査（昭．55）

発　　 根　　 数　　 （1 5 日 日 ）

4 ．0 （藁 ） 4 ．2 4 ，5 4 ．7 5 ．0 計

ハ ウ ス 火 山 灰 土 1 4 ℃ 3 ．3 （ 4 ．3 ） 5．0 （ 3 ．4 ） 4 ．8 13 ．1

（8 ） 1 7 13 ．2 （ 8 ．6 ） 1 2 ．9 （11 ．3 ） 13 ．8 3 9 ．9

トン ネル 火 山 灰 土 1 4 7 ．7 （ 8 ．8 ） 5 ．0 （ 9 ．5 ） 10 ．2 2 2．9

（b ） 1 7 1 2．0 （13 ．7 ） 1 4 ．0 （13 ．3 ） 12 ．2 3 8 ．3

′、ウ ス 人 工 床 土 1 4 9 ．8 1 1．5 12 ．5 33 ．8

（C ） 1 7 1 1 ．4 13 ．2 16 ．3 4 0 ．9

トン ネ ル 人 工 床 土 1 4 6 ．5 8 ．3 7．4 2 2．2

（d ） 1 7 9 ．8 1 1．4 1 2 ．4 3 3 ．6

計 73 ．7 8 1．3 8 9 ．7 2 4 4 ．7

（）内は除く

（4）自然床土，人工床土

掛流圃場における発根力調査（無勢板）は自然床土間で

は根数は火山灰土B（これまで用いた火山灰土と異なり・

焼石岳に由来する酸性寓徳質火山灰土）＞沖積土＞火山灰

土A（中性腐植質火山灰土），総根長は火山灰土B≒沖積

土＞火山灰土Aとなり，火山灰土Aはこれまでの調査と同

様発根力が劣った。

人工床土間では発根数，総根長とも三井＞いなほ≒こが

ね＞クレハとなった。火山灰土8．沖積土ははば人工床土

と同程度の発根力を示すが，第1薫の枯葉率は自然土で明

表2　自然床土別人工床土別発根力比較（昭．56）

項　 目 根　 数 総 根 長 平 均 板 長 枯 葉 皮 （％）

条　 件 （本 ） （（聯） （用 ） 1 葉 2 葉 3 葉

火 山 灰 土　 A 6 ．6 6 ．5 1．0 6 8 2 7

火 山 灰 土　 B 8 ．6 9 ．7 1．1 10 0 4 0

沖　　 積　　 土 7 ．6 9 ．6 1 ．3 5 0 0 0

人 い な ほ

工 三　 井

6 ．7 9 ．7 1，5 0 0 0

7 ．7 10 ．9 1 ．4 10 0 0

床　 こ が ね 6 ．8 9 ．9 1 ．5 0 0 0

・土　 ク レ ′ヽ 5 ．9 6 ．5 1 ．1 10 0 0

火 山 灰 土 A （1刀 ダ ） 2 ．6 0 ．9 0 ．4 95 18 8

比 ） 姻　　 苗 7 ．5 12 ．5 1．7 3 0 0

注．1）掛流開場
2）無時頼で移植し，新根の板数，総根長調査

分散分析
育苗様式（A）■（8㌔＊
Od♯bC＋）

水温＝り
薫齢（C）ns（4．0彙
－5．0菓＊）

A X B ns

B x C ns

A X C ns

（）円は除く
注．1）人工気象室

2）射根後移植
3）＊＊1％．＊5％

＋10％有意

轟3　育苗形質と根数の相関（昭．54）

水　温　　　　頗　数（15日日）
項　 自　＼

14℃ 17 ℃

草　　　 丈 0．043 － 0．203

車　　　 齢 － 0．146 0．4 73
乾　 物　 重 0．20 5 0．718榊

乾物 ／草丈 0．170 0．722＊＊

N　　　　 ％ 0．067 0．067

注．1）項目は移植時苗調査
2）n＝15

らかに多い。

4　ま　　と　　め

（1）散播5藁指向苗の低温条件下における活着力，伸長

性は稚苗・中苗にまさるが．慣行成苗よりやや劣る。

（2）育苗様式，床土及び葉齢の違いによる低温抵抗性は，

ハウス＞トンネル，人工床土＞火山灰土，5．0彙＞4．5薬

＞4．0彙（人工床土），4．5要等＞5．0薫＞4，0葉（火山灰

土）となり，ハウス人工床土でまさる。

（3）移植時の苗の形質と根数の相関は，水温17℃で乾物

重及び乾物重／草丈と1％水準で有意となった。

（4）以上から，散播5葉指向苗の低温抵抗性は慣行畑苗

と中苗の間に位置し，育苗法をハウス・人工床土等で行い，

乾物重．乾物重／草丈を充実させることにより，より低温

抵抗性を向上させることができる。




